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早稲田大学名誉教授
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弔 辞

菊竹清 訓

松井源吾先生、先生 は偉大 な構造的建築家 として、つ ぎつ ぎに新 しい構造 を

開発 され、理論 と実践 を通 じて、わが国の現代建築の基盤 である構造的空間の

発展 に極 めて大 きく貢献 され、その業績 に天才的能力 を存分 に発揮 され ました。

四十年 にわたって御指導 をいただいただ けで も、館林市庁舎の壁柱、駿河銀

行のボイ ド構造、米子東光園のサスペ ンシ ョン・ スラブ、 とりわけ出雲大社庁

の合や京都 コンペでのプレス トレス超大架構。

海上都市 のフローテ ィング構造、海底への ソフ トランデ ィンク・ システムな

ど、ステール・ コンク リー ト・ 膜 な どカバー された分野 はひろ く、多岐 にわた

り、陸上、海上 をこえて、つねに未知の構造的空間への挑戦であった ことを知

らされ ます。

また光弾性実験 は、力の流れを目に見 えるものにして、構造の社会的認識 を

深め、構造 の合理性 を追求す る道 をひ らかれ、 日本の伝統的木構造の解明 に応

用 され るな ど、新 しい視野 をひ らかれ ました。

膜実験 のモアレ法 も、 そうした中の一 つで、 この研究か ら生 まれた軸カ ドー

ムの開発 は、研究 と実験の一致 した、松井先生の独壇場 で、現在北九州マルチ

ドーム として、二年後の完成が またれ ます。

早稲 田大学では、耐震構造論 をひ らかれた内藤多仲先生 のあ と、構造研究室

の教授 として、多年 にわた り学生の指導 にあた られ、その間、松井研か ら二十

有余名 の ドクターをお くり出された、す ぐれた教育者であ り、 また学外では、

多 くの建設関連企業の計画指導を引 き受 け、新 しい構造 の開発や、安全性 の確

保 に寄与 され ました。
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先生 をした う人 たちによる松井記念会 の活動 は、年々活発化 し、1990年 よ

り松井賞 を設 けられ、現代建築の発展 に欠 くことので きない構造的建築家 の顕

彰 と人材育成 に、国の内外 を問わず、多大の寄与 をされ ました。

松井先生の著作 は、作品集 にとどまらず、「見 える力学―力 と縞」「フラッ ト

スラブの構造 とデザイン」他多数の出版物があ り、その一部 は、ひろ く大学 の

テキス トとして用い られ るな ど、構造の発展 と理解 に尽 くされ ました。

温和 で、 自らに厳 しい求道者の ような趣 きと、人間性 にあふれた生活信条 に

よって、ひたす ら建築の新 しい創造 に理論的裏付 けを与 え、構造 とい う体系的

思考 か ら、環境の進化 に全生涯 を捧 げ られ ました。

永年 にわた り指導 を受 けて参 りました私 どもにとって、先生の訃報 は衝撃的

で、俄 かに信 じがたい事件であ りました。

現在進行 している産学協同研究の、

1 テ ンション・ フイヤーによる 1000メ ー トルをこえる極超高層 ビルや

2 フローティングの海上 リニヤー都市構想

3 さらに多層の人工土地の研究 な どそれ らの主導的 リーダーを失 って、暗

潅た る思 いがいた します。

何 とか、 これ らの研究 を継続す ることが、残 された者 の、先生 に対す る務 め

と思 い ますが、余 りに大 きな存在だつただけに、先生の遺志 を受 け継 ぐことが

で きるか どうか。

どうか天上 より、後進 を叱咤激励 し、見守 って頂 くようお願 いをして、弔辞

といた します。

1996年・1月 19日

(葬儀 於上野寛永寺輪王殿 )
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弔  辞

早稲 田大学教授  田中禰壽雄

謹 んで早稲 田大学名誉教授松井源吾先生の御霊前 に捧 げます。

松井源吾先生、先生 とこの ように早 く御別れす ることになろうとは本当に思

いが けない驚 きと悲 しみで ございます。

先生は昭和 23年に早稲 田大学理工学部の専任教員 とな られて以来平成 3年

に御退職 され るまで 43年間 にわた り教育 と研究 に情熱 を傾注 され ました。

研究面 におかれ ましては、明快 な解析理論 と光弾性実験 とを多彩 に駆使 され

て難解な構造物 内の力の流れ を適確 に解明 されて輝か しい数々の業績 を残 され

ました。 日本建築学会賞 をは じめ数々の栄誉 を受 けてお られ ます。

また これ らの研究成果 を実際の建物の設計 に も応用 され、独創的な構造 シス

テムを数多 く開発 されて、構造設計家 として安東勝男先生 と設計 された早稲田

大学理工学部校舎 をはじめ、多 くの名建築 を生み出され ました。

また後進 を育成するとい う御趣 旨か ら早稲 田大学 を御退職 の際 には、優れた

構造設計者へ与 えられ る松井源吾賞 を設定 してお られ ます。

一方教育者 として先生 は数多 くの優秀な人材 を育て られて世 に送 り出し建築

界の発展 に多大 の貢献 をしてお られます。

先生 は水泳 を愛 され、お若 い時 には選手 として活躍 された と伺 ってお ります

が、スポーツマ ンらしい伸 びやかなそして明 るい御性格の先生であ りました。

もう一つ先生が こよな く愛 された ものはお酒で した。先生 は本当に御気持の

おやさしい気配 りの方であ りましたので先生のお酒の席 はいつ も和やかに楽 し

い ものであ りました。

先生 は常 に物事 の本質 を とらえた非常 に簡 潔 な御言葉 で表現 され る方で し

た。

これか らは先生か ら直接御教 えを受 けることはで きな くな りましたが、御生

前の先生の御言葉 をよくかみ しめ、 また先生が残 され ました数多 くの珠玉のよ



葬儀、告別式  19

うな御著書か ら今後 とも多 くの事 を学 ばせていただ き、微力 なが ら先生の御教

えを継承 させていただきた く存 じてお ります。

先生本当に長い間の御指導 あ りが とうござい ました。

どうか安 らかにお眠 り下 さい。

平成 8年 1月 19日

(葬儀 於上野寛永寺輪王殿 )
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弔 辞

熊本学園大学名誉教授 甲斐 弦

松井君、今度 ほ ど己 の愚か さを思 い知 らされた ことはない。今 日 (1月 14

日)の毎 日新聞 を見て、あっ と声をあげた。

「松井が死 んだぞ。松井源吾が
一

」

台所 の妻 を呼ぶ声が震 えた。

昨年 の 11月 11日 にち ゃん とお葉書 をいただいてい る。“まだ通院 を続 けて

い ます。伊沢政枝 さんが親切 に看護 して下 さるので、近 く結婚するつ もりです"

と書 いてあった。肺ガ ンで はないかな ?と 一抹の不安 はあったけれ ど、なあに、

あの元気者だ、す ぐ又元気 になるよ、 と己 に言い聞かせ
―

正直 に言 えば希望

的観測で己を欺 き、年末の仕事 に立 ち向か ったのである。

それが悔 しい。なぜ あの時す ぐにお見舞 いの手紙 を書 かなかったのか。 あの

時手紙 を出 してさえおけば、ああ、甲斐先生か ら手紙が来た、 ときっ と君 も喜

んで くれただろうに
一

何 という愚かな私だった ことか。

戦争 に行 き、何度か弾 の下 もくぐり、人間の生命のいかにはかな く、 はかな

いが故 にいかに尊い ものであるかを身 に しみて悟 っていたはずなのに
一

いつ

も子供や孫たちには「一期一会」の心が けを説 き聞かせ ているこの僕だ とい う

のに。思 えばあれ もただの口頭禅だったのか。松井君、済 まない。許 して下 さ

い。

今 日、君が以前送 って くれた小冊子 「縞」 を押入れか ら取 り出 して拾 い読 み

しました。建築の ことは僕 には分か らないけれ ど、所々 にはさまれた随想が遠

い音 をよみがえらして くれ る́。

君 は昭和 13年 3月 に佐渡中学校 を出たね。4年間君 たち に英語 を教 えた僕

は、同 じ 13年の 4月 に佐渡 を去 り、内蒙古の西の果 ての包頭 に新設 された蒙

古中学校 の副校長 となって赴任 してい る。

佐渡 の思い出は今 も心 に刻 まれて消 えない。校舎脇 の素掘 りのプールで君 も
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僕 もよ く泳 いだね。「縞」の 21号 に「蛇 と泳 いだ泥ん この池」 と題 して君 は書

いている。水 の澄 んでいるのは春先だけの ことで、泳 げばたちまち泥水 と変 る。

ある時君が一人で泳いでいて、ふ と見 ると、す ぐ鼻先 を蛇が泳いで いる。わあ

っ と叫んで君 は逃 げた。蛇 もびっ くり、 これ また逃 げ出す。岸 にいた友人たち

は大笑い
一

と君 は書いている。

僕の思い出は少 し違 う。僕 の記憶 では、君 と並 んで泳いでいた ら、突然君が、

先生、蛇です、と叫んだ。縞蛇か小豆蛇か、1メ ー トル近 い奴が我 々の間 を悠々

と鎌首 もたげて泳 いでいたのだ。わあっと二人共岸 に逃 げた
一

どち らの記憶

が正 しいのか、今 となっては確 かめ様 もないが、 しみ じみ思 うの はあの頃の教

師 と生徒 を結 びつけていた絆 の回 さだ。

授業が終わ って も我々はす ぐ家 には帰 らなかった。生徒 と一緒 に柔道 をやっ

た り剣道 をやった り水泳 をや った りして、暮れ ぐれ まで学校 に残 った。生徒 は

我々には血のつながった存在 だった。生徒の親御 さんが亡 くな りで もしようも

のな ら、何 キロ という山道 を歩 いてお悔 みに行 った ものである。村祭 りの時 に

は、「何の風情 もこれな く候 え ども」 とい う風流 な招待状 に誘われ て生徒諸君

の家 を廻 り、勧 め られるままに酒 を飲み過 ぎて醜態 を演 じた ものである。

松井君、戦時中君は内地で爆撃 を受 け、僕 は内蒙古で、又中国の山西省で、

当時 は八路軍、今の中共軍 と戦 い、お互い運 よ く命だけは助かって今 日まで生

きてきたね。

君は建築学、僕 は文学。進路 は違 うけれ ど、共 に一筋の道 を歩 んだね。僕が

文学賞 をもらった りすると、君 はいつ も風の便 りに聞 きつけて、す ぐに大 きな

花束 を送 り届 けて くれた。あま りに大 きいので狭 い僕の家 には置 く場所がない。

よ く手紙や電話で君 に訴 えたね。

「松井君 よ。花 はまことに有難 いけれ ど、少々豪華過 ぎて、 これでは先ず家

か ら改築 してかか らねばな らぬ」 と。

君の親切、今 も忘れない。 それなのに、一番大事 な最後の時 に、一通 の葉書

もあげなかったなんて、己の愚か さがただただ悔 まれてな らない。松井君、 ど
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うか許 して下 さい。

実 に立派な生涯だった よ。 どこに出 して も恥ずか しくない足跡 を君 は残 して

くれた。君の育てたお弟子 さんた ちが君の業績 を受 け継 いで、更 に立派な もの

に仕上 げて下 さるもの と僕 は固 く信 じている。

吉 田松陰の言葉 を思 い出 します。

「生死離合、人事 は僕 忽た り。イ旦し奪われざるは志、滅せ ざるは業。天地

の間特むべ きものは独 りこれのみ」

君 はこの言葉の真実 を身を以てあか し立てて くれ ました。有難 う。安 らかに

お眠 り下 さい。僕 も君 の無言の教 えを胸 に秘 めて、あ と数年、「旅路 の終 り」

まで歩 き続 けよう。 さような ら。

合掌

平成 8年 1月 14口

(葬儀 於上野寛永寺輪王殿 )
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恩師松井源吾先生の ご霊前 に、謹んでお別れの言葉 を申 し上 げ ます。

先生 は昨年 4月 、検査 のため入院 されたお り、肺 に陰のあることを指摘 され、

その後、楽 しみにしてお られたハ ンガ リーヘの旅行 をキャンセル し、 また 6月

の先生の誕生会 を兼ねた松井源吾賞授与式 には病院か らご出席 され る等検査 を

続 け、その結果手術 を受 けられ ました。 しか し 9、 lo月 頃 にはす っか り元気 を

取 り戻 された と伺 い、 日頃水泳で鍛 えてお られ ました先生の こと、す ぐにも死

気 なお姿 を我々の前 に現わ して くれ るもの と信 じてお りました。 11月 には延

び延 びになっていたが近 く結婚 します、更 に結婚 しました とのお便 りを矢継 ぎ

早 に頂戴 し、我々一同相寄 って、新春 1月 3日 に都ホテル東京で 「松井源吾先

生の ご結婚 を祝 う会」 を開催 させて頂 くことを計画 し、先生 にご相談 申 し上 げ

ご快諾 を得 て、その日を鶴首 してお りました。

しか しなが ら神のいたず らで しょうか、元旦、二 日と体調 が思わ し くないの

で三 日の祝 う会 を延期 して欲 しい とのお申 し出があ り、致 し方 ない、存分 にご

静養頂 いていずれ近々 に盛大 にやろうと先送 りにした次第です。

また、先生 は 1月 9日 執刀医の回診の際、態々ベ ッドに起 き上 が られ「いろ

いろと有 り難 うございました。先生の して下 さった治療 に感謝 しています」 と

感謝の言葉 を述べ られた と聞 き、先生のお人柄 に今更なが ら敬服致 しました。

それが翌々 日、突然帰 らぬ旅への旅立ちになろうとは誰 に も考 えられ ません

で した。

先生、本当に永い問いろいろとご教導頂 き有 り難 うござい ました。先生 に身

近で薫陶 を受 けた弟子、松井組 も五百人 を超 え、その上先生の ご指導で博士号

を頂いた者 も二十人 を越 しました。

その弟子一同、今先生の御霊の前に集 まり、お別れを惜 しんでお ります。

先生 とのお別れに多少お手伝 いをさせて頂 いている中で、各方面か ら寄せ ら

お別れの言葉

門下生代表 松谷菊男
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れ ました心か らの供花の数々、そして大勢の方々のお見送 りに接 し、ふ と私 は

釈迦の涅槃 を画いた涅槃図 を想起 し、釈迦 との別離を惜 しみ、菩薩 もそうでな

いあ りとあ らゆる有縁無縁の ものが集い、泣 き悲 しんだ光景 を今、日の当た り

にした感 を深 くしてお ります。

先生の ご人徳 。ご功績 あっての こと、先生 を師 とし、弟子 の一人 に加 えて頂

けた ことの ご縁 に深 く感謝す ると共 に至上 の誇 りに存 じてお ります。

我々 は先生 の教 えを絶やす事 な く、今後互 いに相携 えて学究 にまた仕事 に励

み夫々の人生 と世の中に生か して行 くことをご霊前にお誓 い申 し上 げます。

先生 の ご冥福 を心か らお祈 り致 します。

どうぞ安 らかにおやすみ くだ さい。

平成 8年 1月 19日

(葬儀 於上野寛永寺輪王殿 )



弔 辞

葬儀委員長 建築家 菊竹清訓殿

熊本学園大学名誉教授 甲斐 弦殿

(代読)
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早稲田大学教授 田中禰壽雄殿

株式会社東京鐵骨橋梁製作所

副社長 松谷菊男殿

葬儀委員長挨拶
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●第一勧銀 富士銀行●
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◎ 京成上野駅より徒歩10分
◎ 【―→ 】印は一方通行を示しています

◎ 首都高速上野・入谷ランプより約5分

◎ 輪王殿内には約70台分の駐車場が有ります
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や` 崚 ぜteくま懸性。巨
=:lt,崚

,お ごヽ

ミヽ上り〒力
.ctド い`ヽくLRolミ|で・ t4・世

‐
4(te tttヽ kヽ 11ミ よ ヽ。(ツ イ||。 く

“・
く ミ(‐

|(こセヽ や、銀 せヽrヽへ4｀‐
「 ⊆ヽ

｀ 十い。ぐ 0し く(黛 (民
'へ

《ヽ〉′嘔ヨ性コじ
´
事 く,tメ′ン。

oと 1ヽ・ ty"」率)‐ ‐`全や
“

こヽι
`°

  か でヾヽヽe'1・ tr t 驀い(ド・＼|■?¨ RさP:｀
ド1■■

r〔 o、 ,=ヽ
・′ソ冬1騨 ,01で ヽ十、ミヽたしサ[]‐■t いくミ1二

"・ヽ trヽ そヽ。コヾ
=ド

刃s AoS l lド (ヽ

、cノ●4 せ0_‐
′
Q′マι十可。(1,Pc｀ う+上

°

夕・ 1督
′
普ぜへい秦υ～

´
ミ`そ企ヽ剌キ́冬…Ⅲ。(°  驀べti卜型q‐ ‐1=丈 にヽ″'・ 模卜綱

ぃハしヽ・ヽ
｀

せ・ ぺ|
・ヽ"ヽ。,ッ 沿ギ

“
⌒

"′
2いヽ

`‐

,・り・ヽ
‐
崚PEやい

′
T室

"な。も〕́いく い゙ 」ヽヽ 長・ユギ さて'単
・ 9・ '・

中`・牟‐そ`
´

|`ミ喪S・



惜別の詞・訃報  35

`。
t讐‐

"□
いヽtミ案J崚 でヽ黙まヽ。ゃ理こぶヤ′Jδぃくい,・ ■纂Hヽttミゃ。ト

“
Nく ,゙こ Цトーー ミヽーミt袢 (=ヽ′′,"ヽくヽ 、L′ ミせ‐ヽヽ ゛ヽ Cヽご・ くヽLl型 |(`こ へ́。1堅

"壇Fヽ うヽ ′́(黎
・

鍵 ぺ ご '`梗・ ゛`ミ

=～ 。・ ヽ ,,咀■・

′
′′s諄釈 二やき、Rキ′冬4。中

´

"0=2・
～1｀ 卜、

や S｀9ヽ 冬小 も ,↑ V´ む メ
‐ヽ 1ヾ L… ゛ ゛

喜 ‐S‐・ ′
ミ ぐ

～
t rそ へく し

=ヽ

´

いミ
し

、綺 L喜 赳

冬はべ 長゙“tt腎響｀
′
つ呵、c群理内Iて 変ヽ 」…(g° 曇ヾ`うく能…

ヽ k重・ 製 黎 二゙喘 1翠卜 や
“
へ=て

い
´

卜゙ 崚・ ミ
“せ 劇ヽ Ц゙ Ъ 世

°

中く、セ越上 いヽく C→哺‐響
9賞 ふ壕争登ヽ lSt～ 1ヽ (° へ、裏じいべ、"D・

´

ミtで、‐蠣^く
時―イ́・―・いぐ。́龍.11ぽ やヽ

‐
も 1ぎ

―‐ハく
'‐

´́赳(° 悪長ヽ

つ、1“ (ゝ→
°  らヽ いヽ ,コ コキt縫 ミ`ミ̀く (r嗅 Bヽを、(=｀ トイ sヽ赳ギ

°

やoS´ むゼυ、:む、尋_5争い '´ 喪 く'■ ミくヽ
‐
「疑十ヽべQ崚'C象 電ヽ

,A、、oヽこ‐ヽoぜ  4ヽ _`榊、6く“序:Vゞ |●菖
・
ざ―)ま ゃ 

“
ぐ,´ 、内薫ミiョ

(sぃご

督 “翼燿 'くヽ́こ ミ
′
か

`]｀
ミ lt′ 長 ぐ恣PTk■ “

く` t〔
′

RC(′ '■ で 1°

∈ 二Q● く ヾ [卜 苺 t′ ⌒ oN市 (ド kょ い 黒 ゃ性ギ ,●ソLfヽ
Q、

し｀
栞卜 ヽビ く く `き 、 に

中ミ:。 さ実゙ 襲ヽ "&。
′
'ヽ

`拇
ヽ 'ゞ崚・‐ボ 崚'V小 もま鐵ミ゙0日 ′H憾 "

ぃ卜、′黒ぃ_、 ゛゙′′,・ ミヽぃる。、くて、。1年 ° 沖ゃゃR。・・ 1きくこ〔やミLぜ

′′Kや ミく` ←もむRヾミtトト で゙そ・→回つ
“
へ́性r性 ギ ‐に ミ`゙爺望

Sい (ヾゞ部ヽ やさ J́‐ ミく。ご くや‐R喩 ミ゙→St係 ～ヽミド D〔‐恭′ヽ

sS■■′■ζ■P,´″ヽ ヨnt〔 キヽ`́こ́♪́|ド

`｀

S`Siミ
(‐^〔 ヤノ`セ豪]｀こ を

^羹、
'1せ セ`Jくイン

、`ミくロ ャ́冬 案vヤ く́ヽ ■ヽ ヤ'｀ "ミ3今ヽ ゛′′'tt'1'  いミS轟 ♪́キヤンセ 0“癒 ル′い

理(G"｀ま軍Rく … ミo4s'L“ ―(2以 ゛
`^て

や。こへくヽ sitヽド3、ゃ、: ′′゙

“

へ̀́′ .´ は、p‐
´
硼 ′、mo囀、|「

ヵ
・ oァォー1■

‐
らい無 :′

n゙卜
tい・

´
ヽ

・ ミ"ノ、古」薫 凝ゝ・
R(・

0ござ 崚 ゛⊂ 、Lや Sヽヽ
R、
1くく 翡← 性●や

‐
′́S●｀ 資` ｀小 」

=(^〔
:゛ 襲 、ヽ

!

、・ い。′′,ヽ 、ヽ: ぷヽ Ⅲbご はい恒ヽい ,́や 蕉1ミ Nヽ,嗅〔 潔で てヽ。ヽ|一

´ くミ゙ヽ
1・

・ t吟 。(ミ モ
°

′′s・く

‐

くヽRS象 オ́ で ヽゝ きくJヽ 戦 tヽt・ ′′ヾ p嶼
、R

ヽぅ(“
°
 |ィヽ

′
ヰ、ミモ 、こ口ぐ s憮 )マ

`卜

,o‐
‐
冬 サ、卜́R´終・

(特 ぃて ,,s‐
‐
黎s“

“
も
′

ハヽス人ミ・



36

十ヽ ■+ ~一 ‐‐・f /ノ ′゙曽ヽ =｀
1‖●■‐(■  `お で小 よケ像10■ トャ′
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15 Jaruary 1996

Dr. Kiyonori Kikutake
Sunshine 60, l9th floor
Higashi-Ikebukuro 3 cho:ne
Toshima-ku 170, Tokyo
JAPAN
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Lcslic E. RobcrtsOn
Saw‐ Teen See

Karla Mci RobertsOn
45 East 89th Strect,Apt.25C
Ncw York, Ncw York 10128

Tcl:(212)860‐ 4327
Karla Meil(212)289-7556

Dear Dr. Kikutake:

In a letter dated 2'1 December, which arrived just three days ago, Prof. Matsui
wrote to me stiggesting that he might be able to see me during the course of
our forthcoming travc)s to Tokyo. While the letter did say that he was in Keio
Hospital, it x'as a strong letter suggesting that he would soon be able to leave
the hospital. And now conles your comnrunication to mc and the tragic news
that your long and dear friend, Prof. Gengo Matsui, has passed away.

Bccause of nry inability to learn the Japanese, it was not always easy for Prof.
N'{atsui and lnc to conrmunicatc effectively. Still, despite this obstacle, I believe
that strong bonds wcre dcvclopcd betwcen the two of us,..a rclationship that
brought to me e sense of warmth and of pride; it is not often that we are
graced with r person with the vision and the integrity of Prof. Matsui. My how
I envied his ahility to stand back from the press of his on-going responsibilities
and to look at thc larger perspectivc!

As well, Prof. lu'f atsui remaincd dceply intcrcsted in lhe proccss of the
developrnent of young designers in the United SIates. His interest sprang from
an intensc pride of the young people of Japan...bttt he was interested always in
horv the thoughts and the methodologies of the United States could be
transfcrred and nurnrred in Japan. lndeed, rvhen he arrd Torashichi Sumiyoshi
travelcd to New York regarding rhe exhibit of the wondrous wooden joints of
Japanesc architecture, it was with considerable pride that I was able to
introduce Prof. Matsui to some of tlrc architccts and engineers of Ncw York
and, particularly, to the young and talcntcd engineers of our staff.

It is a great loss for us all...for you, his dear friend, and for me, who received
much fronr his letters and his books and from the opportunity to learn from
hinr.

Besl regnrds...but irr sadness

話′Zt′ /祓焼
By couricr rnail and by facsimile
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[レ ス リー・Eロ バー トソン氏 よりの書簡、1996年 1月 15日 付 ]

Dear Dr.K ikutake:

3日 前 に届 いたばか りの 12月 27日 付 け書状 で松井教授は,私の次回

東 京訪 間 中に私 に会 え るか も知れ な い、 (慶 応病院 に入院中 とはおっ

しゃ らず も)間 もな く退院で きるか もと元気にお書 きでした。その直

後の貴殿 よりの訃報で した。

私が 日本語が不得手なこともあ り、松井教授 とのコミュニケーショ

ンは容易ではあ りませんで したが、両者は強い絆で結ばれ、私には暖

か く、 また誇 らしいおつ きあいで した。松井教授のようなビジョンと

人格 を兼備 した人に会えることは減多にあ りません。ご多忙な日々に

も時に身を引 き、 より大 きな世界に考 えを巡 らせ ることのできた同氏

の能力を、私は羨んだ ものです。

氏はまた米国で若い建築家を育て る方法にも関心 を寄せ られ、それ

は 日本の若人の熱心 さとプ ライ ドに裏打ちされた ものながら、いつ も

米国の思想や方法論を日本に移植 じ開花させることを考えておられま

した。 日本の素晴 らしい本造建造物の本製継手 (joints)の 展示会のた

めに住吉 トラシチ氏 とニューヨークに来 られた折 り、私はニユーヨー

クの建築家やエ ンシニアたちに、そ して特にわがスタッフの中の若い

有能なエ ンシエア リらに対 し、松井教授を大いな る誇 りをもってご紹

介致 しました。

貴殿 に も、 また氏のお手紙 /著 書、氏 との会合 を通 じ多 くを学んだ

私に とっても、大 きな喪失であ ります。敬具。

弔意 を込め、
レス リー‐E‐ ロバー トソン
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Andre WOGENSCKY(ア ン ドレ・ ヴォジャンスキー)か

')住

野 天 平への ファ ックス

1996年 2月 2日 (金曜 日)

親愛なる天平ヘ

ファックス受取 りました。松井氏のご逝去のことを知らせてくれてありがとう。

私達がいつしょに彼の研究室に伺った時に (宝塚造形芸術大学の)紡錘形棟の

カーブのついた梁についてとても面白く説明をしてくださったことをとてもよ

く覚えていますから非常に悲 しい気持ちになります。 その時松井氏から著書を

一冊頂きました。またその後も,新著を送って頂きました。彼は偉大な構造家

であったと思います。そ して,「 私達がいっ しょに実現 した宝塚造形芸術大学

の紡錘形棟のカーブのついた梁が,ま さに彼の足跡,彼の存在を保持 している

のだ」と考えられるということは幸せなことだと思います。私は現在 も宝塚造

形芸術大学の拡張の仕事を続けています。機会があれば,松井氏が亡くなった

ことを知って私は深い悲 しみを感 じていると依田氏に伝えてください。 また ,

松井氏は私にとって忘れがたい人であると言ってください。

あなたの手紙には書かれていませんで したが,マ ドレーヌもリラも元気のこと

と思います。 リラにはまだ小さな弟はいないのかな。

友情をこめて,

アン ドレ
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TECHNiCAL UNprERSll‐ Y OF BUDAPEST
Faα」けごα頭旧 ℃ineedng
Depttmo■ of Medla雨Cs

H‐1"1&五a"晏,MGegy∝‐an rkp.3 Hungary
Tel:●6-サ463■ 161 Fla"c o6‐ 1卜463-1099

Professor Teruaki Tanaka
Kohrshikan Uaiversity
Department of Architecture
Faculty ofFrgtneering
4-28-l Setagaya, Setagayaku
Tokyo, Japan

February 19,1996

Dear Professor Tanaka,

We were deeply shocked by the sorrow fact that professor Gengo Matsui died and we

sent a letter to the address given in your letter. Unfortunately our letter was retumed by the

Japanese post office ftrdica-'rg that the address was rot corect. Now I am sending you again

etrclosed our letter.

We know very well that you had a very close relationship with your master. His death is

a gleat loss for you therefore we orpress our deepest sympathy to you.

When do you inteod to come to Hungary? Please let us know about your plans in due

course.

As I already mentione{ during the XD* Congress of IUTAM between August 24 ard

August 3l I will be in Kyoto. I hope I have the chance to see you that time.

With best personal regartls, sincerely yours

n
i!|
もαれθι″ ,4しιJ‰

｀

|
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BUDAPESTI MuSZAKI EIGYETEM
Ёp16m6子 nOki Kar

Mechanika・ Tlansz6k

TECHNICAL UN:VERS:TY OF BUDAPEST
Faculty of Civil Engineenng

Department of Mechanics
H-1521 Budapest, M6egyeterTl rkp.3. Hungary

Tel:(36‐ 1)‐4631161 Fax:(36-1)463-1099

?/e /aae 4ezr4 dnicizd 4q f/p oozial, lad ilaf
ftulz4lo, E<r4ra ?/hfac{ /alrrd aaraq aad, ue
erQreon aat c drz,/af orlnpailA A 6ia ,wlal&&a,

lnczatdl., u(1zar44t ad ofudz,oda,

1t uat. a qrcaf iott4qrc fu aa to ,uzef qnfl
i*e ail/stdl tt.tea did to eaiaq fio AaaiAldtq drad

aa4/iQf,

7/e ua(/ Aile ii4 uor4dzqal ktt4ira&q ca aan

eilt r4ortl 1444t/su

gレ滋″″′″′%η ′′′″夕%
j血1に‰

lg蔽
ょv/ヽ1亀 綸断

/シ形′́   tなる″象
ク

`ノ

%と んヽ w
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'^″
EIDLINGER ASSOCIATES.lNC

COnsulting E“ gineers

333 Seventh Avenuc.Ne、 v York,ド Y10001

型Ⅸ皿璽囮
TEL::(212)563-5200

FAX:(212)564‐ 2279

DATE 18 January. 1996

ATTENT:ON    Shigo,u Mochizun

FIRM NAME    lヽuSaShi lnstitute ofTechnology

TELECOPiにRN(). (   )   01181357072198

FROM I{arthys Levy'

PROJECT

TOTAL NUMBER OF PAGES,lNCLUDING COVER SHEET

MESSAGE

Both lv{ario and I were greatJy saddened by the <learh rrt'Protl l\,latsui. He \r.as a great engineer
and tvlario Particularly remenrbers hinr, I never had a clunce to merr him bu1 I was fanriliar with
some ofhis sritings and certainly his repuurrion. please extend our regrers to his family.

I am glad to hear rhar rhg translation ofthe earthquake book is going well. For 1,our information. I
am artaching u. list of errata that q'c lB1'9 8cclunuhaed.

I hope 1ou ue rvell and look forwarrl ro seeing y.ou again.

Regards,
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●新聞・雑誌・その他

松
井
　
源
吾
氏

（
ま
つ
い

。

げ
ん

ご
＝
早
稲
田
大
名
誉
教

授
、
建
築
構
造
学
専
攻
）
Ｈ
日

午
後
４
時
５２
分
、
肺
が
ん
の
た

め
東
京
都
新
宿
区
の
病
院
で
死

去
、

７５
歳
。
葬
儀

・
告
別
式
は

１９
日
午
後
１
時
、
台
東
区
上
野

公
園
１４
の
５
の
寛
永
寺
輪
王
殿

で
。
自
宅
は
豊
島
区
南
池
袋
２

の
３６
の
１
。
喪
主
は
妻
政
枝
（
ま

さ
え
）
さ
ん
。

松
井
　
源
吾
氏

（ま
つ
い

。

げ
ん
ご
＝
早
稲
田
大
名
誉
教
授

・
建
築
構
造
学
）
Ｈ
日
午
後
４

時
５２
分
、
肺
が
ん
の
た
め
、
東

京
都
新
宿
区
の
病
院
で
死
去
、

７５
歳
。
葬
儀

・
告
別
式
は
１９
日

午
後
１
時
か
ら
台
東
区
上
野
公

園
１４
の
５
の
寛
永
寺
輪
王
殿

で
。
喪
主
は
要
で
文
化
女
子
大

教
授
の
政
枝

（
ま
さ
え
）
さ

ん
。
自
宅
は
豊
島
区
南
池
袋
２

の
３６
の
１
。

松
井
　
源
吾
氏

（
ま
つ
い

。

げ
ん
ご
＝
早
稲

田
大
名
誉
教

授
、
建
築
構
造
学
）
「
日
午
後

４
時
５２
分
、
肺
が
ん
の
た
め
東

京
都
新
宿
区
の
慶
応
大
病
院
で

死
去
、

７５
歳
。
新
潟
県
出
身
。

自
宅
は
東
京
都
豊
島
区
南
池
袋

２
の
３６
の
１
。
通
夜
は
１８
日
午

後
６
時
か
ら
、
葬
儀

。
告
別
式

は
１９
日
午
後
１
時
か
ら
東
京
都

台
東
区
上
野
公
園
１４
の
５
、
寛

永
寺
輪
王
殿
で
。
喪
主
は
文
化

女
子
大
教
授
の
妻
、
政
枝

（
ま

さ
え
）
さ
ん
。

松
井
　
源
吾
氏

（
ま
つ
い

。

げ
ん
ヽ
」
＝
早
大
名
誉
教
授

・
建

築
構
造
学
）
口
日
午
後
４
時
５２

分
、
肺
が
ん
の
た
め
死
去
。

７５

歳
。
告
別
式
は
１９
日
午
後
１
時

か
ら
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園

１４
の
５
の
寛
永
寺
輪
王
殿
で
。

自
宅
は
豊
島
区
南
池
袋
２
の
３６

の
１
。
喪
主
は
妻
で
文
化
女
子

大
教
授
、
政
枝

（
ま
さ
え
）
さ

ん
。

松
井
　
源
吾
氏

（ま
つ
い

・

げ
ん
ご
＝

早
稲
田
大
名
誉
教

授
）
Ｈ
日
午
後
４
時
５２
分
、
肺

が
ん
の
た
め
東
京
都
新
宿
区
の

病
院
で
死
去
、

７５
歳
。
通
夜
は

１８
日
午
後
６
時
か
ら
、
葬
儀
は

１９
日
午
後
１
時
か
ら
、
い
ず
れ

も
台
東
区
上
野
公
園
１４
の
５
、

寛
永
寺
輪
王
殿
で
。
喪
主
は
妻

政
枝

（ま
さ
え
）
さ
ん
。
自
宅

は
豊
島
区
南
池
袋
２
の
３６

の

建
築
構
造
学
の
権
威
で
、
熊

本
で
も
県
立
東
稜
高
体
育
館
や

阿
蘇
郡
小
国
町
林
業
セ

ン
タ

ー
、
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
な

ど
の
構
造
設
計
を
手
が
け
た
。

(毎 日新聞)(朝 日新聞)

(産経新聞)(読売新聞)

(熊本国日新聞)
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日
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建
築
構
造
学
に
貢
献

松
井
早
大
名
誉
教
授
が
死
去

力
の
流
れ
を
見
せ
る
光
弾
性

の
実

験
を
早
く
か
ら
実
施
、
そ
の
成
果

は
広
く
建
築
架
構
に
応
用
さ
れ
て

い
る
。

一
方
で
、
構
造
設
計
者
と
し
て

も
独
自
で
製
造
的
な
世
界
を
築
い

た
。
構
造
家
と
い

？ヽ
よ
り
は
構
造

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
建
築
家
と

い
う
表
現
が

全ヽ
０
わ
し
い
。
こ
う

し
た
功
績
は
早
大
退
任
を
記
念
し

て
創
設
さ
れ
た
松
井
源
吾
賞
に
継

承
さ
れ
、
構
造
設
計
者
の
目
標
と

な

っ
て
い
る
。

主
な
受
賞
は
日
本
建
築
学
会
賞

（
作
品

。
業
績
）
、
日
本
光
弾
性

学
会
質
。
著
書
に
『
昇

え
る
力
学
』

『
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
構
造
の
デ
ザ

イ
ン
』

『
木
造
の
構
造
設
計
』
な

ど
、構
造
設
計
し
た
作
品
に
は
「
江

戸
東
京
博
物
館
」

「
多
摩
霊
園
納

骨
堂
」

「
曰
立
シ
ビ

ッ
ク
セ

ン
タ

ー
」
な
ど
が
あ
る
。

日
本
が
誇

る

天
才
的
構
造
家

菊
竹
清
訓
氏

（
菊
竹
清
訓
建
築

設
計
事
務
所
代
表
）
の
話
　
日
本

の
誇
る
天
オ
的
構
造
家
で
あ
り
、

早
稲
田
大
学
で
は
偉
大
な
教
育
者

で
あ
り
、
優
れ
た
学
者
で
あ

っ
た

先
生
が
、
病

を

得

て
、
あ

っ
と

い
う
間
に
他
界
さ
れ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
残
念
で
、
大
き
な
空
洞

が
で
き
た
よ

つヽ
な
気
が
し
て
、
後

輩
と
し
て
今
は
言
葉
も
あ
り
ま
せ

ん
。生

前
の
温
か

い
ご
指
導

に
対

し
、
深
甚
の
お
礼
と
感
謝
を
捧
げ
、

先
生
の
魂
の
平
安
と
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

わ
が
国
の
建
築
構
造
設
計
の
発

展
に
貢
献
し
た
松
井
源
吾
早
大
名

誉
教
授
が
十

一
日
午
後
四
時
五
十

三
分
、
肺
が
ん
の
た
め
東
京
都
新

宿
区
の
病
院
で
死
去
し
た
。
七
十

五
歳
だ
っ
た
。
葬
儀
は
十
九
日
午

後

一
時
か
ら
台
東
区
上
野
公
囲
十

四
―
五
の
寛
小ヽ
苛
輪
王
殴
で
営
ま

れ
る
。
喪
主
は
要
政
枝
（
ま
さ
え
）

さ
ん
。
自
宅
は
豊
島
区
南
池
袋
二

―
三
六
―

一
。

◇

　

　

◇

一
九
四
三
年
、
早
稲
田
大
学
建

築
学
科
卒
、
講
師

・
助
教
授
を
経

て
六

一
年
か
ら
同
大
学
教
授
を
務

め
た
。
研
究
、
教
育
、
実
践
の
三

つ
を

一
体
と
し
て
と
ら
え
た
幅
医

い
活
動
は
、
わ
が
国
の
建
築
構
造

学
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
。
と
く
に
構
造
を
わ
か
り
や
す

く
理
解
さ
せ
る
た
め
、
視
覚
的
に

(日 刊建設通信新聞)
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勲二等瑞賓章



′田|》 ゛△
IIい vOヽ 7ヽ

悼 辞

株式会社栗本鐵工所

代表取締役社長 前田幸雄

只今 ご紹介 に預か りました前田で ござい ます。

松井先生 と関係深 い多 くの諸先輩、 ご友人がい らっ しゃる中で甚だ僣越で は

ございますが ご指名 で もあ り、謹 んで ご挨拶申し上 げます。

昨年末、先生が病 に臥せ られ療養 に専念 されてお られ ることを御伺 い し、一

日も早 く元気 に回復 されん ことをお祈 り致 してお りました ところ、年 を越 した

去 る 1月 11日 、 ご逝去 された との報 に接 した時、言葉 も無 く、驚 きと悲 しみ

に打 ち沈みました。

今 ここで改めて先生のご遺影 を前 に、先生のきさ くでや さしいお人柄が思 い

出され ます。

先生 と当社 との出会 いは、今か らお よそ 35年前、私共が 日本で初 めて空調

用のスパイラル・ ダク トを開発 した時で した。

当時、同 じ早稲 田大学の井上宇市先生の ご指導 を受 けてお りましたが、それ

をご縁 に松井先生 とのお付 き合いが始 ま りました。

爾来三十有余年、主 として中空 スラブエ法のご指導 を受 けましたが、中空 ス

ラブエ法 に関 しまして、先生が残 された業績 は筆舌 に尽 くし難い ものが ござい

ました。

私共 にとりまして も、今 日のク リモ トの建材部門の存在 その ものが先生 な く

して考 えられ ません。

当社の社員 は建築技術 に関 しほ とん ど素人同然であ ります。
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門前の小僧で、先生 か らご教導 を頂 いているうち、それな りの知識 を身 につ

けて、業界へ出入 りさせて戴 いているところと思 います。

ある時、私共の営業の担 当に、先生 は「私の周囲の方は、その道 のプロばか

りで、お付 き合いして息が抜 けませ んが、 ク リモ トの社員の皆 さんは、その点

楽 しくお付 き合いで きます」 とおっしゃられたそうですが、私共 の ような素人

を相手 に三十年 を越 える永い年月 ご指導 を賜 りました ことに言葉 で言い尽 くせ

ない感謝の気持ちで一杯 で ござい ます。

先生 に接 して頂いた私共の社員全てが、先生 のお人柄 に感銘 を受 け、先生の

ファンにな りました。

私共の社員一人一人 にまで、先生 は実 に丁寧 にそ して誠意 をもってご指導下

さいました。

先生 とのお付 き合いが深 まるにつれ、当社の歴代の会長、社長 を含 め多 くの

社員が先生 にご交誼 を頂 くようにな りましたが、先生 は一人一人細 か く、記憶

にとどめて下 さいまして、 ご支援下 さったのであ ります。

実にこまやかに気配 りされ る方で ございました。

先生 とのお付 き合いは仕事 の上だけではあ りませんで した。

仕事以外で も、私達 は先生か ら、人 に対す る思いや り、謙虚 さ、厳 しさ、や

さしさ等、人が生 きてい く上での多 くの教訓 を学 びました。

尊敬 し、敬愛申し上 げる先生が永遠 に旅立たれた ことは、 まこ とに寂 しい思

いで一杯 ですが、本 日改めて永年の ご指導、 ご厚情 を賜 りました ことに心 より

感謝申 し上 げます とともに、先生の志 を引 き継 いで微力ではござい ますが、努

力致 します ことをお誓 い申 し上 げて追悼 の言葉 とさせて頂 きます。

松井先生、本当に有 り難 うござい ました。

どうぞ安 らかにお眠 り下 さい。

平成 8年 3月 11日

(偲ぶ会 於早稲 田大学 )
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追悼の言葉

菊竹清訓

松井源吾博士が偉大 な存在であった ことは、誰 もが よ く知 っているところで

すが、実 に素晴 らしい天才的構造家で あ り建築家であった と思います。

日本の誇 る早稲田大学理工学部建築学科構造研究室 を指導され、二十有余名

の博士 を輩出するなど、す ぐれた類稀 な学者であ り、教育者であ りました。

先生の突然の逝去の悲報 に接 し、 こんな無念な ことはあ りません。 まだ私 に

とって信 じられない想 いですが、今は生前 に賜 りました懇篤 なるご指導に対 し、

心か ら深 く、ふか く感謝 申 しあげたい と存 じます。

ここに謹 んで御紹介申 しあげたい ことは、先生 は私費 を投 じて構造家 を顕彰

す る松井賞 を創設 され ました。 ご指名 によ り、その選考委員長 を務 めさせて頂

きました。誕生 日が授賞式で本年 (1995年)で第六 回 を迎 えるところです。

受賞者 には関西空港のオーバーラップの ピーターライス氏や、NYの 国際貿易

センターのロバー トソン氏、 またマ ドリッ ドのオ リンピック施設の川口衛先生

他多数の方々がお られ ます。

松井賞の目指す「構造的建築家」の社会的必要性 はい よいよ高 まってお り、

エ ッフェルや フレシネ・ ネル ビーな ど構造的建築家 によって切 り拓かれた現代

建築 は、い まもワックスマ ンやフーラーや トロやフライオ ッ ト等によって続 け

られ、建築の革新 に構造的建築家の存在 が大 きいことを知 らされ ます。

構造的論理性、空間の体系的秩序、建設 の合理性か らみて構造的建築家 なし

の建築 はな く、建築の前進 もあ り得 ませ んで した。

松井先生 は、つねに新 しい構造的発想 を追求され、新 しい技術の開拓 に、能

力 を傾注 され ました。先生の生涯は、正 しく構造的建築家 に捧げられ、その確

立 をめざす ものであった といえます。

松井先生 は、物静かで、大変無口で したが、私 には実 に楽 しく優 しい、年長

の兄 とい う感 じで、約四十年 にわたって幾多の計画 をご指導下 さいました。

いつ もジッと聞いていて、ポツリと洩 らされる短 い、 しか し鋭い美事 な解決
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案 に、ただ唯驚嘆 させ られるばか りで した。あ とでその正当性 についての根拠

を伺 って、さらに深 い尊敬の念 を もちましたが、そ こには明 らか に直観的に何

か閃 くものがあった ことは間違 いあ りません。

松井先生の、 この強烈な魅力 は、 まるで円月殺法 の眠狂四郎 とい った趣で、

天才のみに与 えられた感動的刺激 で した。

その一部 を取 り上 げてみ ます と、例 えば 1960年代 につ くられた フラ ッ ト・

スラブ構造があ ります。

(1)ス ラブは 200ミ リ厚の軽量 コンク リー トで、 これ を支 えるスチール・

パイプの柱 は、4メ ー トル間隔な ら、 どこに建 てて もよい、柱頭 はスチール・

プレー トー枚で、 スラブ筋 を溶接 す る。ブレースは 19ミ リ筋 をよじった もの

で、変形するほ ど利 いて くる、 とい うものでした。

何 しろ、フラッ トの天丼ですか ら仮枠が実に簡単 で、経済的だ とい うことで、

ブ リヂス トン・ タイヤ・ セールスの販売チェー ン店が 2階建低層 とい うことも

あって、 これで設計 いた しました。 このため、外装、間仕切 とも標準パ ネル と

す ることがで き、 自由な平面が実現で きました。

(2)こ れが 1970年代 のボイ ド・ スラブ構造 に発展 す ることにな りました。

スラブにボイ ドを入 れる ことで、柱間隔をとばす ことができ、カンテ ィレバー

も自由にとることがで きるか らです。

しか しこれには、相応 しいボイ ドの材料が必要で した し、 また コンク リー ト

打設時のボイ ド・ パ イプの浮 き上が り防止や、スラブの上下配筋上 に工夫がい

りました。 さらに、事後のクリープ現象への対応 も求 め られ ました。新 しいボ

イ ド・ スラブエ法 は、これ らの解決 と、法的手続 きな ど、日本各地で講習会や、

各種出版物で広 く普及 につ とめ られた功績 は計 り知れ ない ものが あ ります。

そ して、その前提 には、特許の公開があ りました。

当時私の述べた もののなかの「スラブがスペースを限定 し、拡張 す る」 とい

う設計仮説 は、 この ような松井先生 の構造技術が背景 となっての発言で した。

駿河銀行支店群 は殆 どこのボイ ド構造でつ くられてお ります し、島根県立図書

館や、浅川アパー トも、 この工法 による設計で した。今では、松井・菊竹の特
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許 とは知 らないで使われている状況で、施工 しやす く、合理的な技術か ら、ひ

ろ くアジア各地 にまで普及 してお ります。

この他、松井先生 のユニークさは「切れ 目を入れた耐震壁」 とか (こ れは松

井賞のメダルに表現 されています )、 また、「雨の流れ る方向にかける梁」 とか

「目に見 える力学」な ど沢山あ ります。

なかで も大空間の架構で、モアレ法 を使 った「軸カ ドーム」の開発が、松井

先生の もとで、で き上が りました。私 はこの ドームの技術で コンペ に応募 しま

した。東京 フォー ラム、新潟 コンペ、熊本 コンペな どですが、みんな落選 して、

昨年北九州市立 のマルチ・ メデ ィア ドームのコンペ で、や っと先生の期待 にそ

えることにな りましたが、完成 をみることな く他界 され ました ことは、何 とも

残念でな りませ ん。生前に、不 肖の弟子が「軸カ ドームの研究」で、博士論文

を提 出できました ことが、せめて もの恩返 しと考 えてお ります。が先生の贈物

で もあ りました。

い ますすめてお ります理工総研での「メガス トラクチャー」をテーマ とする、

テ ンション構造 による高 さ 1000mの 極超高層 ビルや、浮体 による海上 リニア

ー都市、解体組立 の可能な段状人工土地、軸カ ドームによる巨大空間の研究な

ど、 まだ まだ松井先生 に御指導いただ きたい ものが残 ってお ります。 これ らの

研究 をや りとげることが、残 された者のつ とめ と覚悟 を新たにしてお ります。

松井先生、本 当 に水年にわたって、御指導 を賜 りました ことにたい し、改め

て心か ら深 く御礼 を申 し上 げます。

私 は先生の ことを決 して忘れ ません。天国か らキ ッとした眼で見据 えていて

下 さるもの と考 え、 これか らも技術 と造形の統合 について、考 えつづ けたい と

思 い ます。

平成 8年 3月 11日

(偲ぶ会 於早稲 田大学 )

このほか、多数の方々に「追悼 の言葉」をいただ きました。 この場 をか りて、

厚 くお礼申 し上 げます。                   松  井 悼 辞
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早稲田大学 大隈講堂

96.3.11
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御
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御
厚
恙
を
頂
き
御
芳
情
誡
に
有

難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

お
香
を
も
ち
ま
し
て
　
去
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佐渡高子学校創立 100周 年記念

脅 Jヶ減滋縮崚工式

と  き :千茂 8年 11月 30日 (上 )

10:30～ 11:30

:佐渡高校獅子ヶ式会常と こ ろ
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iラ変工 式 次 第

○

○

○

○

○

○

○

開

式

三IL

机

学

万

閉

会 の こ と ば

辞

事 径 過 報 告

辞

校 長 挨 拶

歳  二  唱

会 の こ と ば

「佐渡高校の位置」碑走立館介

・石4建立に至る径過報告
佐高年度径度漂ll定委 員会代表  豊  原  久  夫

・感 謝 状 只曽 呈
石4贈呈者 野 口 石 材 店 様  真野町古岡

レ
し

Ｈ
ｄ 緯  38度 00分 10。 249秒

経  138度 19分 35。 402秒

さ  28メー トル (± 1メ ー トル)

東

高
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径 liこ の報告

平成 5年 8月 24日

12月 20日

平成 6年 1月 12日

3月 4日

3月 17日

5月 23日

6月 14日

7月 1日

7月  5日

平成 7年 1月 17日

8月 21日

平成 8年 3月 20日

5月 18日

10月 20日

11月 30日

同窓会総会にて 100周年基本構想承認

同窓会、PTA合同役員会 記念事業の取 り組みについて協議

同窓会常任委員会 記念会館建設について全員同意

同窓会、PTA合 同常任委員会

具体的青写真、見積 り、建設場所の検討

設計依頼先は松井源吾早大名誉教授に決定

松井源吾氏、実地検分に来校、快諾を得る

設計は「菊竹清訓建築設計事務所」に依頼

校内幹事会 募金目標と具体的方法

PTA総会 会館建設と募金について承認

同窓会各支部長、評議員合同会議にて会館建設にむけての募

金推進について協議

関信越国税局に「記念事業に関する費用の特定寄付金等の確

認申請」を提出

建設用地に畑地買収

同窓会総会 記念会館建設案決定

建設用地に池地買収

会館建設安全祈願祭

創立 100周 年記念式典・祝賀会

獅子ヶ城会館 竣正式
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箕鶉b等 醸燿

1996年 9鵞

ヽ ヽ

1996年 3月 下旬

鞣
子、

1996年 10月 竃  饉 舅

豊彎蟻響議鷲
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殿
広
博
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大
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四
代
松
井
源
吾
昭
和
十
八
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

昭
和
三
十
五
年
工
学
博
士
昭
和
三
十
六
年
早
稲
田
大
学
教
授
昭
和
四
十

三
年
日
本
建
築
学
会
賞

（作
品
）
平
成
二
年
日
本
光
弾
性
学
会
賞
平
成

三
年
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
平
成
五
年
日
本
建
築
学
会
賞

（業
績
）
平

成
八
年

一
月
十

一
日
歿
享
年
七
十
七
正
五
位
勲
三
等
瑞
宝
章
　
昭
和
五

十
七
年
真
野
町
新
庁
舎
の
設
計
に
携
わ
る
故
人
の
意
志
に
よ
り
そ
の
方

向
に
向
け
て
こ
こ
に
眠
る
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歴
史
と
伝
統
を
誇
る
わ
れ
ら

の
母
校
が
、
今
年
栄
あ
る
創
立

百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

僣
越
な
が
ら
六
日
会
を
代
表
し

て
お
祝
い
を
申
し
述
べ
ま
す
。

六
日
会
と
は
、
首
都
圏
在
住

の
佐
渡
中
学
校
出
身
有
志
の
懇

親
会
で
あ
り
ま
す
。

六
日
会
は
、
昭
和
二
十
九
年

十

一
月
六
日
に
第

一
回
例
会
を

開
催
し
て
以
来
、
今
年
ま
で
四

十
三
年
間
続
い
て
い
る
最
も
歴

史
の
古
い
同
窓
会
支
部
の

一
つ

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
会

名
は
、
第

一
回
例
会
開
催
日
に

因
ん
で
、
当
日
の
会
に
出
席
さ

れ
た
故
北
玲
吉
先
輩

（佐
中
第

四
回
卒
）
の
発
案
で
六
日
会
と

命
名
さ
れ
た
も
の
で
す
。

長
い
間
例
会
は
毎
年
二
回
開

か
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
数
年

前
か
ら
年

一
回
六
月
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
の
頃
は
七

十
歳
以
上
の
人
達
の
集
ま
り
で

し
た
が
、
高
齢
な
ど
の
た
め
例

会
の
出
席
者
も
減
り
続
け
た
の

で
、
徐
々
に
加
入
年
齢
を
下
げ

て
現
在
は
六
十
歳
以
上
と
し
、

第
四
十
六
回
卒
以
上
の
人
達
が

加
入
し
て
い
ま
す
。
毎
会
の
例

会
に
は
四
十
名
前
後
が
出
席
し
、

ふ
る
里
佐
渡
を
な
つ
か
し
み
、

母
校
を
偲
び
、
昔
に
還

っ
て
時

の
経

つ
の
も
忘
れ
て
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
第
二
十
回

の
今
年
九
十
四
歳
の
大
先
輩
も

元
戸気
で
出
席
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

母
校
の
永
遠
の
発
展
を
、
会

員

一
同
と
共
に
祈
り
な
が
ら
筆

を
欄
き
ま
す
。

「 六 日会 」だより

池  平 左 衛 門
(日召禾日13有■卒)

池平左衛門氏 (中 央左)と 故 松井源吾氏 (中央右)

平成 7年 6月  東京にて

六日会

(佐渡高校同窓会報より)



松井源 吾先生

田中輝明 〔「輝友」(3号・平成 8年 10月 30日 )よ り〕

1996年 (平成 8年)1月 11日 、恩師、松井源吾先生 は、「理深院殿広博 日源

大居士」と名前が変わ られた。人の世 には限 りがあるとはム え、哀 しい限 りだ。

1958年 (日召不日33年 )、 大学 3年の日寺に先生 に接 してか ら 38年 1に なる。

その間の幾多の思い出 はつ きるところを知 らない。 ご迷惑 をお掛 けした こと

と、励 ましを受 けた ことが強 く心 に残 っている。

きびしい指導の中にや さ しさがあ り、判断 に迷いがな く、行動力の敏速 な先

生であった。 そんな先生 のお姿が、何時 も我が道の先 にあった。

病 につかれたのは昨年 の 5月 である。

4月 26日 か ら 5月 25日 まで、ハ ンガ リーのブダペ シュ トエ芸美術館で開かれ

る「日本 の木造建築展」のオープニングで講演 をされ る予定であったが、その

前にされた胸部検査の結果が よ くない と、出発前 日にキャンセルされた。 ブダ

ペ シュ トヘ同行する我々 は、 とてもがっか りして しまった。

5月 か らは病院の人 とな り、6月 16日 、肺 ガ ンの手術 をされた。大手術であ

ったが悪 い処 は全部摘出 して しまった と聞いている。7月 には退院 され、その

後順調 に回復 に向かわれていた。

その頃、先生 は、執刀医 は作家の山口瞳 と同 じ先生だ、 と得意気 に話 されて

いた。だが山口瞳は亡 くな って しまった。

「彼は手術 を して も、悪 い ところをち ょびっ としか取 り出 さなかったが、俺 は

全部取 って しまったのだ」

と云 って、俺 は山口瞳 とは違 うのだぞ、 とい う意気込み を語 ってお られた。

10月 21日 の早稲田大学建築学科の同窓会 で は、太 られて元気 もよ く、 もう
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大丈夫 と、心配 している弟子達 を安心 させた。秋晴れの理工学部 キャンパ スで、

寿司をつ まみ、酒 を汲み交わ したのは、 まるで嘘のようだ。

11月 14日 に腰痛 を訴 え られて、再入院 され たのは、ガ ンが転移 した結果だ

という。以来何 回も病院へお見舞に伺 ったが、暮の 20日 過 ぎには、益々容体

が悪 くな り、残念乍 ら、私 も先行 きを覚悟せ ざるを得なかった。

発病後結婚 された奥様 との結婚パーテ ィー を正月 3日 にや ろうと、私 も準備

に躍起 になったが、前 日の 2日 、病状か ら中止せ ざるを得なかった。

7日 の 日曜 日か らは容体 が急変 し、10日 危篤、そ して遂 に 11日 午後 4時 52

分、帰 らぬ人 となられた。

通夜、葬儀 は 1月 18日 、 19日 の両 日、上野寛永寺輪王殿 で行われた。二 日

間共、天気 は良かったが、冬型気圧配置 の寒 い 日であった。 1000人 を越 す参

会者で、先生 の偉大 さが偲 ばれ、先生 を送 るにはふさわ しい葬儀であった。

かねて よ りの先生のお言葉 に従って、私 は司会 を務 めた。葬儀委員長 は建築

家の菊竹清訓氏である。

弔辞 を聞 く間、涙がにじみ出て、厳粛 な葬儀 の司会 を、 とちって しまった り

した。

葬儀では何時 ものことだが、お骨 になって しまうと、 この世 の空 しさが、ひ

しひしと胸 にせ まる。

その後、 しばらくの間、葬儀の夢 を見 る日が続 いた。誰の葬儀だか分か らな

い。先生の ような気 もするし、私 自身のか も知 れない。或 いは全然別の人のだ

ったのか も知れない。

先生への思 いか ら離れ られな くなっていたのだ。

しばら くの間、毎晩酒 を飲 んだ。

9月 22日 、お彼岸 に松井先生の納骨式がある との連絡があった。

連体で切符 が うまくとれなかったが、何 とか都合がついた。元、菊竹事務所

にいた遠藤勝勧 さん と一緒である。

私が佐渡へ行 くのは四度 目である。
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最初が新潟地震のあった 1964年 (昭和 39年)6月 、地震調査の帰 りである。

2回 目は 1979年 (昭和 54年 )3月 24日 で、「輝友会」 10期生の本間弘機 君

の結婚式の時。私は仲人 である。本間君の実家は佐渡の員野町で、家 は先生の

処 と近い。彼 は佐渡高校 の出身で、先生の後輩 にもあた る。

3回 目は 1987年 (昭和 62年)11月 13日 で、松井先生 のお父様 の葬儀 の時

である。

今回、四度 日にこんな形で佐渡へ行 くとは思って もみなかった。

お寺へ行 く途中、松井先生最後の設計作品 となった、佐渡高校同窓会会館の

現場へ寄 った。丁度、 コンク リー トが打上がって、 これか ら仕上げに入 るとこ

ろである。

2階建 の小 さな建物 であるが、中空 スラブあ り、長 い片持 スラブ、 トップラ

ィ ト、スロープ、そ して、吹抜 けあ りで、複雑 な構造 の建物である。

山を背 にし、南側 は開 けていて、屋上か らは先生の育 った員野湾の眺望がす

ばらしい。菊竹清訓先生 デザインの この建物 は、立地 と建物 の形が、バルセロ

ナのガウディの地下聖堂 を想い起 こさせ る。 この日の厳粛 な気持がそうさせた

のか も知れない。

新 しく建 てられたお墓 に先生 をお納 め した。静寂の中、 員野湾の浜風が吹 き

抜 ける。

1年 も経たない内に私 の廻 りが こんなにも変わって しまうものか と、 この世

の無情 を感 じ、力が抜 ける想 いだった。

帰 りは折 りか らの台風 の影響で、船 も飛行機 も欠航で ある。

先生の

「お前達帰 るな」

と云われ る声が風の音 に交 じって聞 こえて くるようだった。

わずかに運航 した最終 の フェリーで、や っ と家 にた どり着いた。

佐渡が急 に遠 くなった ような気が した 日だった。

(1996年 9月 30日 )
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菊竹清訓

松井先生の思い出は私 にとって、極 めて強烈、鮮明で消 えることはあ りませ

ん。

今 も先生が扉 を開 けて、入 って こられ るような気が してお ります。残 された

者が、 どれほどの悲 しみに耐 えているか、想いは同 じと存 じます。松井先生 を

偲 んで、印象に残 っていることの中か ら、三つを挙 げて、先生の業績 の一端 に

触れ させて頂 くことをお許 しくだ さい。

それは、海上都市、人工土地、 そ して軸カ ドームです。

い ま思い返 して、改めて言 えることは、松井先生がお られたか ら、 プロジェ

ク トを進 めることがで きた ということです。言い換 えれば、松井先生 な しでは

設計 は行 えなかった と思っています。

松井先生のや り方 はいつ も決 まっていて、それはこうでした。社会的ニーズ

か ら、私が今 こんな構想 を考 えている、 と申 します と、先生はこれ を聞かれて

いて、お別れ したあ と、私の知 らない ところで、深 く考 えてお られ′た ようです。

だか ら、三分構想、三 日計画、三年実現 と急速で したが、 これが積 み重 なって

はや三十年が経 ちました。

例 えば、段状 の人工土地 は、通産省 の委託研究で数々の特許 を生 み、実現 の

直前です。 また海上都市ではフローテ ィングの実験 を密かに東京湾で行われて

いた ことは、あまりに も有名です。

また、 ドームが そ うで した。「軸カ ドーム」 とい う概念で、三十年 これ まで

の計画 を 1本の筋道の上 に論文 にまとめ られていた ことに深い尊敬 の念 を覚 え

ました。 これ らの ことを作品集 として、松井先生 は出版 されてお ります。
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中を拝読 します と、いずれ もが、解体・組立 とい うメタボ リズムの考 え方を

基盤 として、構造的に組み立 て られた もののように私 には読 み取 れ ます。 しか

も驚 くべきことは、本構造の木材資源利用 システムの延長上 にあった ことを著

書や 日米での構造展で明 らかにされ ました。

私が度々、松井先生 を天才的構造家だ と言って参 りましたのは、単 に経済合

理性 を基に、構造 を考 え出されただけではなかった ということです。新 しい構

造 システムをどう把 えるか とい う点で、圧倒的に創造的な考 え方 を導かれた数

少 ない方だった と私 は思います。

だか ら松井先生 を建築家だ とす る、 これが理由ですが、スペースを架構的に

把 え、そこに普遍性があった とい うことか ら、先生の論理 と感性が広範 な影響

力 をもつに至 ったのは当然 とい うべ きです。

松井賞が、日本の新 しい構造分野 の優れた方々に出 された ことは当然ですが、

さらに建築的な洞察力 をもった方々が選 ばれた ことは、特筆 され るべ きことで

あ り、世界の同 じような、 ロバー トソン、ライス、イスラー氏 な ど、建築界 を

リー ドす る際だった方々に出 された ことが、松井先生の独創的な活動 を余す と

ころな く示 していると思います。

本 日急な出張のため、出席で きず誠 に申 し訳 あ りません。

お詫び申 し上 げ、謹んで松井源吾先生の偉業 をたた えたい と存 じます。

平成 9年 12月 25日
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永眠の際、皆様方から頂いた心暖まるお言葉までを、最後の縞に

集積 させて頂きたいと考えてお りましたが、 22号 と睡蓮に分ける

ことになり、思わぬ時間がかかってしまいました。

22号は病院で進めていましたが、最後のまとめ方までは間くこ

とができませんでした。故人が大好きだった縞の締めくくりがこの

ような形で終わることにな り、悲 しみを新たにしています。

葬儀、偲ぶ会、納骨、一周忌、三回忌と済ませてまい りましたが、

これからも"終わ りではない"と いうことを信 じて暮 らして行きた

いと考えています。

多くの方々の御厚情に対 し、心から感謝申し上げ御礼に代えさせ

て頂きます。ありがとうございました。

1998年 8月 松 井 政 枝
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